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 〼スポーツ推進審議会 紙面による意見聴取（2016/11/15） 

 

番号 論点 主な意見 

1 計画の名称について 

 

 

○回答者 10 名   賛成 10 名  否定 0名 

 

 

 

 

 

2 計画の施策体系について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○異議なし 3名 

○良い  ○賛成 

○おおむね理解できました。問題点はないと思います。 

○適切と受けとめている。 

○Ｐ.26 ５つの柱について、基本理念として「市民が自らスポーツをたのしみ健康で生きがいを感じるまちづ

くり～・・」としていますので、４本目の柱が「支える」と成っていますが、如何にも役所らしく強い意欲が

感じられません。以前からよくよく考えられた事と思いますが、「支援」と言うことにならなかったのでしょ

うか。 

○１、育てる 発育発達を考慮して短期、中期、長期の目標設定コンセプトの作成が必要 

 ２、す る 各年齢層・カテゴリーにおいて十分な使用施設の提供が必要 

 ３、競 う 育成することと勝つことは矛盾しない。楽しく、質が高く、良いトレーニングの結果、勝てるこ

とが重要 

 ４、支える ハードの改善、新設はもちろん、スポンサーの獲得によるスポーツ推進のための新規資金獲得が

重要 

 ５、観 る 既存のプロスポーツのレベルアップが急務 

       グローバルスタンダード：海外のトップレベルを直に観る、本物を観れる環境整備が必要 

10 月 14 日（金）開催の第 2 回策定検討

委員会にお諮りし、「長岡市スポーツ推

進計画」を正式名称にする旨承認いただ

きました。 

スポーツ推進審議会委員の皆様のご意

見をお聞かせください。 

皆様から頂いたご意見を反映し、「育て

る」スポーツの推進を入れた「育てる」

「する」「競う」「支える」「観る」の 5

つの柱により計画を策定しました。（計

画素案Ｐ.26・27 参照） 

施策体系についてご意見をお伺いしま

す。 
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番号 論点 主な意見 

○２－３ 障害のある人の「する」スポーツの環境づくりですが一過性にならない様お願い致します。又計画し

たら安心ではなく実行をしっかりと。 

3 第１章 計画の基本事項につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

○異議なし 3名 

○良い  ○賛成 

○Ｐ.21 ６-６ アルビレックスＢＢ（バスケ）アルビレックスＢＣ（野球） 

観客を増やすため市として援助・支援する具体策を早急に検討下さい。とくにバスケの初年度の観客動員数が

今後の発展に重要と思われますのでよろしくお願い致します。 

○自分自身の知り得る範囲に限りがあるが、記述内容に違和感はありません。 

○Ｐ.12 小学校・中学校での指導教員の中に、殆んどスポーツの経験がない教員が指導されていることを良く

耳に致します。教員採用及び配置等を重点目標にして欲しいと思います。地域の指導者の連携も重要と思いま

す。 

○Ｐ.15 スポーツをしていない理由で一番多いのは「忙しいから」 

家の中でも、少しの時間でも効果のある運動の紹介、身近な品物を工夫して運動備品とする情報の発信も良い

のではと思います。安価で有効な運動器具の紹介。 

○現状と今後の課題 

 ソフト：技術・戦術・フィジカルはグローバルスタンダードからの逆算が必要  

先進国のデータ入手必要 

 ハード：屋外スポーツの救済、例えば、長岡の四季、秋冬季を考慮した場合、 

     サッカー・ラグビー・野球・ソフトボール・テニス・・・ 

     正規コート屋内運動場（人工芝）の整備必要 

     （例）ミシガン大学・フロリダ州立大学の屋根付き屋内サッカーコート 

○全体でスポーツと言うとあまりに多くのスポーツが有り全体がぼけてくるような気がします。具体的にお年寄

の医療費の削減等もり込めたらと思います。 

 

計画素案Ｐ.1～9 は、計画策定にあたり

趣旨から背景を記載してあります。 

Ｐ.10～22 は、現行計画の検証等により

「現状と今後の課題」をまとめました。 

記述内容について、ご意見をお伺いしま

す。 
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番号 論点 主な意見 

4 第２章 基本方針について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○異議なし 3名 

○良い  ○賛成 

○すばらしい方針だと思います。問題点は見つかりませんでした。 

○適切と受けとめている。 

○Ｐ.28 スポーツ医学との連携で、ピンポイントのアドバイスにより効果的な日頃の練習及び精神面の強化を

可能にすることを幅広く実行して欲しい。 

○スポーツの持つ大きな力をまちづくりに最大限に活かす 

キッズ・若年層の健全な育成はもちろんのこと、高齢化社会を迎えるにあたり全ての年齢層が競技・レジャー・

健康・生涯スポーツを目指せる柔軟な施策が必要。全てのカテゴリーで、疾病・障害の予防としてのスポーツ

の在り方の提示も重要。 

○目標１「育てる」スポーツの推進で小１～小４位の子供達をもっとスポーツ好きにする具体的な対策ももり込

んでは。 

5 第３章 基本施策について 

 

 

○異議なし 2名 

○良い  ○賛成 

○Ｐ.37 ２-２（11） 膝の軟骨がすりへる「変形性膝関節症」のため、歩く走るなど痛みのため運動できない

高齢者が多くいます。また、高齢の方は遠方に自分で通うことが困難です。地域コミュニティセンターにエア

ロバイクを設置し、身近な場所で体を動かす（膝にやさしい運動＝エアロバイク）ことができる環境作りを検

討してください。健康寿命を延ばすには運動を続けることが重要です。 

○適切と受けとめている。 

○Ｐ.48 「スポーツ施設」環境の充実。市民のスポーツ活動の拠点となるスポーツ施設について 

（学校施設も（グラウンド）整備、改修） 

○Ｐ.15 スポーツをしていない理由で一番多いのは「忙しいから」 

家の中でも、少しの時間で効果のある運動の紹介、運動器具の紹介、身近な品物を工夫して運動備品とする情

報の発信も良いのではと思います。 

ここでは、第 1章の現状と今後の課題を

踏まえ、スポーツ推進の基本的な考え方

と、基本目標（成果指標）、施策体系の

項目立て及び推進体制について記述し

ています。 

現行計画の基本目標である「市民が自ら

スポーツを楽しみ健康で生きがいを感

じるまちづくり」を継承し、これに加え

て、スポーツの今日的な意義を踏まえ

て、「～スポーツの持つ大きな力をまち

づくりに最大限に活かす～」を副題とし

ました。（Ｐ.23～28） 

記述内容について、ご意見をお伺いしま

す。 

ここでは、今後の 10 年を見据え、「実際

に行う施策」を 5 つの柱により記述して

います。 

記述内容について、ご意見をお伺いしま

す。（Ｐ.29～55） 
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番号 論点 主な意見 

○実際に行う施策 

 （７）学校体育と地域スポーツ活動の連携【重点施策】 

 学校体育（部活動）と地域クラブの方向性 

 今後、地域クラブはヨーロッパ型に移行しながらクラブチームとして活動が活発になる可能性あり 

○学校体育（部活指導）の担当教員の人事考査、手当・・・今後の大きな改善点必要 

 スポーツ・各競技、部活動に情熱のある教員のプロテクト必要 

○Ｐ.29  １－１と１－２ですがもっと昔から遊びに使われて来た伝承遊び等を具体的に取り入れて下さい。 

6 その他 

 

 

 

○異議なし 2名 

○地域での推進で盛り上がり。結果、長岡市全体の盛り上がりを期待する。 

○よくできた計画だと思いました。 

○Ｐ.26 （16）（17）の重点施策は～の推進と表現されているが、（7）は学校体育と地域スポーツの推進で終わ

っている。「～の推進」の表現の有無により取り組みに差異があるのかどうかが気になった。 

○Ｐ.19 公共スポーツ施設の計画的整備だけでなく旧長岡以外の学校施設の整備（グラウンド）改修も願いた

い。和島地域では年 1回地域を上げて親善運動会を和島小学校のグラウンドで行っていますが雨上がり、グラ

ウンド一部水が引かず軟弱の為、実施不可能で楽しみにしていた運動会を中止する状況です。是非、地域の活

動状況も踏まえ整備・改修をお願い致したい。 

○スポーツ・健康・コミュニケーションの大好きな人達は場所の提供さえすれば充分に楽しく時間を過ごす事が

できますが、最初から技量の差が明確だと思い込み、参加しずらいのかも知れません。そこでニュースポーツ

は良いと思いますので、誰もが気楽に簡単にできることの情報を発信すべきと思います。誘い合って参加する

ことを勧めたいと思います。 

○計画素案はすばらしいと思います。実施にあたって絵に描いたモチにならない様お願い致します。 

 

 

 

計画素案の全般にわたり、ご意見等があ

りましたらお聞かせください。 


